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要　旨
　本取組では，障害者支援現場でのフィールドワークを通して，学生が多様な専門職と
地域住民の連携・協働による障害のある人の生活支援を学び，社会福祉専門職または市
民として「地域で専門職や地域の人々とつながる力」を養う教育プログラムの開発を
行った．
　筆者は本取組を次のように評価している．（1）「当事者の立場にたつこと」と「地域
の住民・多職種とつながること」を結びつけて「社会福祉専門職のめざす理念・役割・
立ち位置」を学ぶプログラムを実施できた．（2）「『連携』とは，具体的に何をすること
なのか？」を考えながらグループワークに取り組ませることで，学生は「なぜコミュニ
ケーションやチームワークのスキルが必要となるのか」を実践的に理解した．（3）本プ
ログラムは次の２つの方向性を両立できる可能性がある．一つは，社会福祉専門職養成
教育の一環として，地域・多職種連携を学ぶ基礎実習として展開する方向，もう一つ
は，社会福祉の知識をもち専門職や地域住民同士で繋がる市民を育てる方向である．
キーワード：ソーシャルワーク教育，多職種連携，チームワーク，社会福祉専門職，
　　　　　　地域住民　
　１．本取組の目的
　本取組は，日本福祉大学（以下「本学」）社会福祉学部 2 年次全員履修クラス制科目「フィー
ルド実践演習」の多職種連携型として，人間福祉専修で開講するゼミナール（ゼミテーマ：「『障
害』のある人の生活を支援するソーシャルワーク」を学ぶ）の教育プログラムを開発することが
目的である．愛知県知多郡美浜町内で障害福祉サービス事業を展開する社会福祉法人みはま福祉
会の協力を得て，フィールドワーク中心のゼミ活動を探索的に計画，実施することで，専門職と
〈実践報告〉
障害のある人の生活を支援するソーシャルワークを学ぶ
プログラムの探索的試行
　　 「フィールド実践演習」（多職種連携型）のゼミ活動を通して 　　
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地域住民の連携・協働による障害のある人の生活支援を学ぶゼミ教育プログラムの構築に取り組
んだ．なお本取組は，2018 年度日本福祉大学教育改革推進公募制度による財政的支援を受けて
実施したものである．
　２．本取組の着想に至った経緯・背景
　多職種連携を学ぶ教育プログラムが求められる背景として，社会福祉専門職には「地域共生社
会」の構築にむけて地域福祉に対する住民の取り組みを支援すること，地域包括ケアシステムの
なかで支援を必要とする人（当事者）の立場にたち，地域住民，地域のさまざまな専門職とが円
滑につながる働きかけを期待されている．厚生労働省は 2021 年度以降の社会福祉士養成カリ
キュラム改正に向けて準備をしている．そこには実習教育の見直しも含まれ，「地域」をフィー
ルドとすることも視野に入れているとみられる．（2017.10.24　第 12 回社会保障審議会福祉部会 
福祉人材確保専門委員会）
　本学の多職種連携教育検討委員会（2019 年 4 月～「多職種連携教育推進委員会」に改組）は，
「当事者に寄り添いながら，地域をよりよくしていくために，市民も専門職もつながっていく」
には，医療・保健・福祉といった専門職間だけでなく地域住民とも連携できる力が大切，とする
多職種連携教育のコンセプトを提起している．（2017 .12 .6 第 3 回多職種連携教育検討委員会資
料 原田正樹「『ふくしの総合大学』日本福祉大学の多職種連携教育について（コンセプト案）」）
　多職種連携を行う専門職は，当事者や家族について「一人ひとりが暮らしの主人公として意思
決定し，行動する存在であること」「当事者が自己決定し，生きていく力を発揮することを支え
ることが援助者の本来的役割」であることを十分に理解する必要がある．そのうえで，組織間，
住居や地域など実践の場の間，行政，ボランティア，商業的などのセクター間，個々の人々や家
族，地域社会とパートナーシップを組んで働く「幅広い協働」が求められている（藤井博之；
16，34）．多職種連携の関係者には当事者，家族，地域住民も含まれる．
　これらの議論をふまえ，本取組は美浜町内の障害者支援現場をフィールドとして，学生が社会
福祉専門職または市民として「地域で専門職や地域の人々とつながる力」を養うための教育プロ
グラムを開発したいと考えた．
　３．本取組の目標
　本取組は，以下の３点を「目標」とし，各目標の評価指標として「学生に与える問い」を設定
した．
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　本取組は，社会福祉専門職養成で「多職種連携」を学ぶ段階として，次の仮説を下敷きとし
た．
　本取組が開発するプログラムは「当事者の立場にたつこと」（【図 1】－網掛部分②④）と「地
域の住民・多職種とつながること」（【図 1】－網掛部分③④）を結びつけて社会福祉専門職のめ
ざす理念・役割・立ち位置について学ぶこと，それを実践するために必要な基本的行動スキルを
身につける（【図 1】－網掛部分①）ことを目指し，地域で専門職や地域の人々と協働する社会
福祉専門職養成の基礎教育の可能性を追求した．また，社会福祉専門職を目指さない学生につい
ても，地域住民として専門職と協働できる素地を身につけるようにしたいと考えた．
【図 1】　社会福祉専門職養成のなかで「多職種連携」を学ぶ段階（本取組の仮説）
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４．倫理的配慮 
 ゼミナールの学生には、1 年間の教育プログラムが探索的試行であることを事前に説明し、レポート
等の成果物を個人が特定されない形でプログラム評価に使用することに了解をいただいた。プログラム
に協力いただく社会福祉法人みはま福祉会と美浜町内の各種機関の方々には、あらかじめ本取組の趣旨
を文書で説明するとともに、プログラムの実施・報告に際しては個人情報の取り扱いに注意を払うこと
を説明した。 
 
５．実施内容 
浅原ゼミの学生は 20 名である。2018 年 4 月～2019 年 1 月に実施したプログラムは【図２】のとお
りである。以下、時系列で実施内容を述べる。 
  
２ 
「当事者」－「専門職」の関係にとどまらず、「当事者」－「地域（住民）」、
「専門職」－「地域（住民）」の関係についても知ることで、地域住民をふ
くむ職種間連携・協働の実際を学べるようにする。 
１のとりくみには、どのよ
うな人々が、どのような形
でかかわっているか？ 
３ 
ゼミメンバーと協働し、法人・地域の方々とかかわりをもつ体験を通して、
人々と「連携」するために必要な態度や行動を実践的に学び、基礎的なスキ
ルを身につけることができるようにする。 
「連携」とは、具体的に何を
することなのか？  
⑦ 「多職種連携」の方法を（実践的に）学ぶ 
⑥ 人々が生活課題を解決できるよう、人々と社会資源（専門職・地域住民を  
含む）をつなぐ手段として専門職が「多職種」と連携する必要性を理解する 
⑤ 人々（当事者）の生活課題を分析する方法を学ぶ 
④ 人々（当事者）の暮らしを支援するパートナー、アドボケイターとしての    
ソーシャルワーカーがめざす理念・役割・立ち位置などを学ぶ 
②人々（当事者）の暮らし（生活）に
ついて学ぶ 
③人々（当事者）にかかわる専門機
関・職種・地域住民について学ぶ 
① コミュニケーションスキル・チームワークスキルを身につける 
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　４．倫理的配慮
　ゼミナールの学生には，1 年間の教育プログラムが探索的試行であることを事前に説明し，レ
ポート等の成果物を個人が特定されない形でプログラム評価に使用することに了解を得た．プロ
グラムに協力いただく社会福祉法人みはま福祉会と美浜町内の各種機関の方々には，あらかじめ
プログラムの目標 学生に与える問い
１
障害のある「当事者」とかかわり、「当事者」が活動する場や生活す
る地域を知ることで、「障害」とはなにかを多角的に考えることがで
きるようにする。
「障害」のある人の生活支
援とは、どのようなとりく
みであるか？
２
「当事者」－「専門職」の関係にとどまらず、「当事者」－「地域（住
民）」、「専門職」－「地域（住民）」の関係についても知ることで、地
域住民をふくむ職種間連携・協働の実際を学べるようにする。
１のとりくみには、どのよ
うな人々が、どのような形
でかかわっているか？
３
ゼミメンバーと協働し、法人・地域の方々とかかわりをもつ体験を通
して、人々と「連携」するために必要な態度や行動を実践的に学び、
基礎的なスキルを身につけることができるようにする。
「連携」とは、具体的に何
をすることなのか？
社会福 専門職養成
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本取組の趣旨を文書で説明するとともに，プログラムの実施・報告に際しては個人情報の取り扱
いに注意を払うことを説明した．
　５．実施内容
　浅原ゼミの学生は 20 名である．2018 年 4 月～ 2019 年 1 月に実施したプログラムは【図 2】の
とおりである．以下，時系列で実施内容を述べる．
　（1）ゼミ開講前の準備
・主なフィールドとなる社会福祉法人みはま福祉会（生活介護事業所セルプ・アゼーリア施設
長，相談支援専門員）と複数回にわたりゼミの目的・目標と進め方，フィールドワークの方法
を打ち合わせた．
【図 2】本取組で実施したプログラム
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① あぜーりあ祭りに参加する 
（祭りに関わっている人々を知る。あぜーりあ祭りを理解する） 
② みはま福祉会に関わる人々を訪ねてインタビューする  
③ 前期活動報告書を作成する 
④ 学んだことをオープンキャンパス「学び体験」で高校生に説明する 
みはま福祉会と地域のつながりを知る 
電車で帰宅する利用者の見守り 
① 夏休みフィールドワーク   ケアホーム入居者の買い物支援 
               セルプ・アゼーリアの通常活動に参加 
② 個別レポート作成 
電車利用者対象マナー学習会の実施 
ケアホーム花水木入居者の避難支援（みはま福祉会職員への提案） 
セルプ・アゼーリア利用者の余暇支援の実施 
① 課題の背景調査（文献、ヒアリング）、② 計画、打ち合わせ  
③ 実施、④ プロジェクト報告書作成（実施結果、考察、今後の課題） 
【3 つの問い】に対する考察を最終個別レポートにまとめる 
障害のある人の生活を支援するソーシャルワークを学ぶ 
【3 つの問い】 
① 「障害」のある人の生活支援とは、どのようなとりくみであるか？ 
② ①のとりくみには、どのような人々が、どのような形でかかわっているか？ 
③ 「連携」とは、具体的に何をすることなのか？ 
みはま福祉会の利用者を知る 
みはま福祉会プロジェクト（利用者の生活支援） 
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・ヒアリング等で協力いただく機関等（みはま福祉会のサービス利用者，利用者の家族，事業所
職員，美浜町社会福祉協議会（事務局，ヘルパーステーション），美浜町役場，民生委員，布
土小学校）に対しては，あらかじめ教員が本取組の目的と目標，ゼミ活動の計画を文書で説明
し，フィールド活動への協力をお願いした．あわせて「失敗体験を通して学ぶ」という教育的
価値の共有にも努めた．
　（2）ゼミの運営方針
・さまざまなグループ規模，メンバー構成でチーム活動を経験させるため，活動グループは固定
せず，課題に応じてグループ編成を複数回変更した．
・チームによるフィールドワークの準備，実施，まとめの作業等に対しては，学生の主体性と協
働，創意工夫を引き出すため，教員は最低限必要な情報提供と資料の紹介，学生から出される
質問や相談には丁寧に応じる一方，それ以外はできるかぎり口を挟まず，励まし役・見守り役
として関わった．
・配慮の必要な学生に対しては，要請に応じ必要な配慮や支援を行った．また，当該学生が自ら
必要な配慮についてチームメンバーに伝えることができるよう，適宜サポートした．
　（3）導入　
・ゼミのコンセプトについて理解を促す授業を行った．具体的にはゼミの目標を確認するととも
に３つの問を与え，「1 年間のゼミ活動を通して自分なりの考えを説明できるようになろう」
と伝えた．チームワークの必要性とメンバーに求められる態度を考える演習，人々とつながる
ための基本的なスキルとマナーについてレクチャーを実施した．
・チームワークの必要性とメンバー個々に求められる姿勢や行動について話し合って導き出した
行動目標を，1 年間使用する各自の名札裏面に記載した【写真】．
・ゼミのフィールドとなるみはま福祉会のパンフレット，ホームページ，行事（あぜーりあ祭
り）のチラシなどを読み，資料からわかること，わからないことを整理した．
　（4）前期フィールドワーク …「みはま福祉会と地域のつながりを知る」
　ａ）4月　みはま福祉会主催の「あぜーりあ祭り」に参加する
・みはま福祉会で学生のフィールドワークの窓口となっていただく職員（相談支援専門員）をゲ
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スト講師に招聘し，みはま福祉会について文献ではわからなかったことを質問した．あぜーり
あ祭りの概略についてレクチャーを受け，祭りでの役割分担やフィールドワークの視点につい
て打ち合わせた．
・イベントの手伝いを通して利用者，家族，施設職員，地域の協力者，来場者と関わった．
・祭りに関わっている方々，来場者にインタビューをして，次のことを調べた．
　…どんな方々が参加しているのか．　みはま福祉会とどんな関わりをもっているか．
　　みはま福祉会はこの地域でどのような存在として認識されているか．
　ｂ）5月～ 7月　みはま福祉会にかかわる人々を訪ねてインタビューする
・美浜町内の各種機関・施設の職員，町民の方々にご協力いただいた
　みはま福祉会のサービス利用者，家族，事業所職員，
　美浜町社会福祉協議会（事務局，ヘルパーステーション），美浜町役場，民生委員，布土小学校
・学生は 4 グループに分かれ，調査目的を明確化して調査項目を設定し，調査対象者に協力依頼
（調査目的と方法の説明）と日時を交渉したうえで，インタビューを実施した．
・調査実施後，グループに分かれて「みはま福祉会と地域のつながり図解」「調査報告書」作成
【写真】
　→調査協力者に「調査報告書」をお渡しした
　　10 月オープンキャンパス「学び体験」にて，高校生に「図解」を用い調査結果を説明した
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・ゼミのフィールドとなるみはま福祉会のパンフレット、ホームページ、行事（あぜーりあ祭り）のチ
ラシなどを読み、資料からわかること、わからないことを整理した。 
 
（４）前期フィールドワーク …「みはま福祉会と地域のつながりを知る」 
ａ）4月 みはま福祉会主催の「あぜーりあ祭り」に参加する 
・みはま福祉会で学生のフィールドワークの窓口となっていただく職員（相談支援専門員）をゲスト講
師に招聘し、みはま福祉会について文献ではわからなかったことを質問した。あぜーりあ祭りの概略
についてレクチャーを受け、祭りでの役割分担やフィールドワークの視点について打ち合わせた。 
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  …どんな方々が参加しているのか。 みはま福祉会とどんな関わりをもっているか。 
   みはま福祉会はこの地域でどのような存在として認識されているか。  
 
ｂ）5月～7月 みはま福祉会にかかわる人々を訪ねてインタビューする 
・美浜町内の各種機関・施設の職員、町民の方々にご協力いただいた 
   みはま福祉会 サービス利用者、家族、事業所職員、 
美浜町社会福祉協議会（事務局、ヘルパーステーション）、美浜町役場、民生委員、布土小学校 
・学生は 4グループに分かれ、調査目的を明確化して調査項目を設定し、調査対象者に協力依頼（調査
目的と方法の説明）と日時を交渉したうえで、インタビューを実施した。 
・調査実施後、グループに分かれて「みはま福祉会と地域のつながり図解」「調査報告書」作成【写真】 
→調査協力者に「調査報告書」をお渡しした 
10 月オープンキャンパス「学び体験」にて、高校生に「図解」を用い調査結果を説明した 
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　（5）夏期フィールドワーク　…「みはま福祉会の利用者を知る」　
日　時 内　容
ⅰ）ケアホ－ム
花水木入居者へ
の買い物支援
【学生：6 名】
事前打ち合わせ：
　　　9 月 4 日（火）
実施：9 月 6 日（木）
　　　9 月 20 日（木）
・事前にケアホームの入居者と顔合わせをし，購入する品物の
確認・入居者の特徴を知る
・入居者の買い物　（河和駅に隣接するス－パ－）　に同行する．
→みはま福祉会プロジェクト（入居者の避難支援）に繋ぐ．
ⅱ）セルプ・ア
ゼ－リアの通常
活動に参加
【学生：8 名】
事前打ち合わせ：
　　　8 月 24 日（金）
実施：8 月 29 日（水）
　　　8 月 30 日（木）
作業班での活動，食品グル－プでの活動，デイグル－プでの活
動
→みはま福祉会プロジェクト（利用者の余暇支援）に繋ぐ
ⅲ）利用者が帰
宅時に乗車する
電車に乗り様子
を見る
【学生：6 名】
事前打ち合わせ：
　　　8 月 28 日（火）
実施：9 月 4 日（火）
　　　9 月 5 日（水）
　　　9 月 6 日（木）
利用者の電車内での様子，駅を降りた後の様子，マナ－等につ
いて状況把握する（座席のとりかた．声の大きさは？動き回っ
ていないか？）
→みはま福祉会プロジェクト（電車利用のマナー学習支援）に
繋ぐ．
　（6）後期フィールドワーク　…「みはま福祉会プロジェクト（利用者の生活支援）」　
　ａ）みはま福祉会から提示された課題
　夏期フィールドワークを行ったグループごとにプロジェクトのスケジュールを立て，活動し
た．
プロジェクト 日　時 内　容 ヒアリング対象の例示
ⅰ）ケアホーム
花水木入居者の
避難支援
【学生：6 名】
みはま福祉会職員へ
のプレゼンテーション
12 月 14 日（金）
16：30 ～ 17：30
災害発生時にケアホーム花水木
入居者（7 名）が，美浜町指定
の避難場所に避難するための支
援を検討し，みはま福祉会職員
に提案内容を説明する．
みはま福祉会職員，美浜町社協
（櫻井さん），美浜町役場福祉
課・防災課，地域の消防団，地
区区長さん，防災に詳しい方な
ど
ⅱ）セルプ・ア
ゼーリア利用者
の余暇支援
【学生：8 名】
利用者向け余暇企画
の実施
12 月 22 日（土）
9：00 ～ 11：30
利用者が楽しめる２～３種類の
アトラクションを合計 2 時間の
枠で企画実施する．
みはま福祉会職員，利用者さ
ん，知的障害・発達障害の特性
に詳しい方，障害者レクに詳し
い方など
ⅲ）電車利用者
のマナー学習支
援
【学生：6 名】
電車利用者対象マ
ナー学習会
12 月 7 日（金）
14：00 ～ 15：00
電車を利用してセルプ・アゼー
リアに通所されている方々を対
象に，電車利用時のマナー学習
会を企画，開催する．
みはま福祉会職員，鉄道会社
（冨貴・河和・知多奥田の駅員
さんなど），知的障害・発達障
害の特性に詳しい方など
　ｂ）プロジェクト始動に際して教員から学生に与えた指示
　ⅰ）プロジェクトの進め方について
　　①　各プロジェクトの背景（現状と課題）を知る，理解する
　　②　プロジェクトのために必要な調査（文献調査，ヒアリング）を計画し，実施する
　　③　②により収集した情報，知識を整理する
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　　④　①～③をふまえて提案内容または企画を検討する
　　⑤　企画，プレゼンテーションを実施する際に使う資料，道具等を作成・準備する
　　⑥　プロジェクトの実施
　　⑦　ふりかえり，今後の課題を検討する
　ⅱ）プロジェクトを進める上での確認事項
・各プロジェクトを進める前に，必ずみはま福祉会の担当者と事前打ち合わせの時間をもつこ
と．
・プロジェクトに必要な知識はあらかじめ学習し，メンバー全員で共有すること．
・自分たちだけで考えるのではなく，ヒアリング対象の例示（前頁表内）を参考に，プロジェク
トテーマについて詳しい方などから情報収集し，意見・助言等をいただくこと．
・ゼミ内で中間報告会を実施する．前日までに報告資料をゼミ教員に提出すること．
・プロジェクトが終了したら報告書を提出すること．報告書には，以下のことを記述する．
　①　各プロジェクトの背景（現状と課題）
　②　プロジェクトのために実施した調査の概要
　③　②により収集した情報，知識
　④　提案内容または企画内容
　⑤　プロジェクトの実施結果
　⑥　実施後の考察と今後の課題
・フィールド実践演習合同報告会で，各プロジェクトの取り組みを発表する．
・プロジェクト活動で支出した交通費は，担当者がとりまとめて学部のゼミ助成金を申請するこ
と．
　
ｃ）プロジェクトの実施状況　（以下，学生が作成した「みはま福祉会プロジェクト報告書」
より引用）
　ⅰ）12月 7日（金）：電車利用者のマナー学習会
　①　電車利用支援の現状と課題
　セルプ・アゼーリアでは，電車を利用して通われている利用者の方が８名いらっしゃる．知的
障害や発達障害のある人は，暗黙のルールが読み取れなかったり，行動がコントロールできな
かったりする．そこで，ソーシャルスキルトレーニングが必要であるとされている．セルプ・ア
ゼーリアの方も半年ほど電車に乗っている利用者さんの様子を見ていないことや，過去にも電車
でのトラブルがあったことから，今一度電車のマナーについて考えていく必要があると考えた．
　②　実施した調査
　みはま福祉会職員への質問，知多奥田駅，富貴駅でのヒアリングを行った．また，知的障害へ
の理解を深め，障害者に限らず電車で守らなければならないマナーについて調査した．
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　③　企画内容　
　＊学習支援で教える電車マナー
　・座席では広がらない，独り占めしない　・人を触らない　・座席では足をのばさない
　・隣の人ののぞき見をしない　・降りる人より先に乗らない　・ごみを放置しない
・点字ブロックの内側で待つ　・ドア付近で立ち止まらない
・電車が時間どおりに来なかったときどうするか
・電車の中で腹痛や頭痛がしたらどうするか　・電車の中でどこの座席に座るか
　＊学習支援の進め方と準備
　パワーポイントで，電車マナーの正しい例と正しくない例をワークシートで示し，正しい方の
写真に〇をつけてもらう．また，どのようにすべきか利用者さんに話してもらう．正しいマナー
についての解説を行う．パワーポイントとワークシートに使用する写真と動画の撮影を電車内で
行った．撮影したものを使用し，パワーポイントとワークシートを作成した．
　④　実施結果
　私たちの問いかけに対してすぐに反応してもらえた印象が強かった．８名という少人数だった
からこそ一人ずつに意見を聞くことができたし，楽しく電車のマナーを学べたのではないかと感
じた．私たちが提示したマナーを利用者さんは「○○だから間違っている」や「こうしていると
他の人の邪魔になる」など理由を明確にして意見を言ってくださった．私たちが思っていたより
利用者さんはマナーをしっかりと理解していると感じた．それはセルプ・アゼーリアが行ってい
るソーシャルスキルトレーニングが役に立っているのではないか．写真で見せるだけでなく，私
たちが目の前で劇のように見せることも出来たらさらに良かったと感じた．
（実施の詳細は，日本福祉大学ホームページ＞トピックス「福祉施設で利用者を対象に『電車利
用者マナー学習会』を行いました」https://www.n-fukushi.ac.jp/news/18/181218/18121801.
html（2018 年 12 月 18 日）に掲載されている．）
　ⅱ）12月 14日（金）：ケアホーム花水木入居者の避難支援についての提案
　①　現状・課題
　私たちが今回関わったケアホーム花水木には 7 名の方が入居されており，このほかに 1 人暮ら
しの方も 1 名いる．現状として花水木の職員 1 名または 2 名では災害時に入居者全員の避難誘導
を行うことは不可能に近いと考えられており，避難は助かる可能性のある方から助けるという方
針で行われている．そこで，文字情報・絵の情報に強い利用者さんもいるため，その障害特性を
活用して自主避難力の強化につなげ，入居者全員が避難できるよう避難意識，自己避難力を高め
ることが課題となっている．
　②　解決策案　
　みはま福祉会の職員，知多南部消防組合消防本部，美浜町役場福祉課にインタビューを通して
災害時避難誘導の現状と課題を調べ，私たちは，二つの解決策を提案した．
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　１つ目に，利用者さんごとにペースも違い，まとまって避難することが困難であるという課題
から，ロープを使い電車ごっこのように逃げる方法を提案した．この方法のメリットは，ペース
がばらばらでもまとまって移動ができることと，利用者さんたちで練習することができるが，デ
メリットは一人が転んだら全員転倒してしまう恐れがあることである．
　２つ目に，職員不足という課題から地域住民の方々の協力が必要不可欠だと感じた．地域住民
に協力を仰ぐ時，やはり障害というものに対し理解があるのとないのでは協力を得られる可能性
も変わってくると考え，地域の人に知的障害に対する理解を深めてもらうための講習会を学生か
ら開くことを提案した．
　③　考察
　施設長のお話から，普段の活動の中に避難時に活用していけるものを取り入れていくことで，
実際の避難時も練習通りに行動できるのではないか，という考えを聞いた．私たちも，普段の避
難訓練に対する意識が低かったが，今回の学習を通して常に避難について考えていくことが，安
全な避難につながっていくと感じた．福祉を学んでいる私たちが，避難時に率先して障害者に手
を差し伸べていくことで，地域の助け合いにつながっていくのではないかと感じた．
（実施の詳細は，＜日本福祉大学ホームページ＞トピックス「グループホーム利用者の避難支援
に向けたプレゼンテーションが行われました」https://www.n-fukushi.ac.jp/news/18/181226/
18122601.html（2018 年 12 月 26 日）に掲載されている．）
　ⅲ）12月 22日（土）：セルプ・アゼーリア利用者の余暇支援
　企画を考えるにあたり，美浜町における障害者の余暇支援サービスの状況について調べ学習を
行った．現在，美浜町で障害者の余暇支援サービスを行っているのは 3 ヶ所であった．休日の支
援が難しい，障害者の高齢化，個別対応の増加などの理由から余暇支援サービスを行うことが難
しいとわかった．だが，その一方で余暇支援サービスを必要としている方が多いこともわかっ
た．
　今回の余暇支援の目的は，利用者さんにとって思い出に残るような楽しい一日を一緒に過ごす
ことである．セルプ・アゼーリアの施設の中で利用者，職員と一緒に室内で行う 2 時間のレクリ
エーションとして，第 1 部にコップ探し，マラカス作り，第 2 部にダンスを企画した．
　コップ探しはグループで行った．各グループに 4 色の紙コップを各色 6 個ずつと紙コップを入
れるカゴを 1 つ用意する．そして，机に紙コップをバラバラにおき，その紙コップを色ごとに重
ねる．全て仕分けが終わったら，グループに 1 つずつ置いてあるカゴにいれる．紙コップを全て
カゴに入れるまでの時間の速さを競うものである．
　次に，マラカス作りを行なった．マラカスはペットボトル，小豆，画用紙，色ペンを使い作成
した．ペットボトルの中に小豆を入れ，画用紙に絵を描き，ペットボトルに貼ってもらった．
　最後に，ダンスは 2 曲踊った．１つは DA PUMP の「U.S.A」である．「U.S.A」では曲に合
わせて作ったマラカスを振ったり，踊ったりと自由に音楽を楽しんだ．もう１つはモーニング
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娘．の「ひょっこりひょうたん島」である．「ひょっこりひょうたん島」は簡単な振り付けがあ
るため，一緒にダンスを楽しんだ．
　レクリエーションを考える上で大切にしたことは，誰もが楽しむことのできるものを作るとい
うことだ．それは人それぞれペースが違うからである．ゆったりと楽しみたい方もいれば，体を
たくさん動かしたい方などさまざまな方がいらっしゃる．そのため，時間に縛られず，誰もが自
分のペースで楽しむことができ，その人らしさが存分に発揮できるような自由度の高いレクリ
エーションを考えた．
（実施の詳細は，＜日本福祉大学ホームページ＞トピックス「セルプ・アゼーリア（愛知県美浜
町利用者の余暇支援企画が実施されました」https://www.n-fukushi.ac.jp/news/18/181228/
18122801.html（2018 年 12 月 28 日）に掲載されている．）
　６．本取組の成果　―３つの目標の達成状況
　年間のゼミ活動で学生が作成した４つの成果物〔①前期ゼミ活動の成果物として作成した「み
はま福祉会と地域のつながり図解」と「調査報告書」，②オープンキャンパスに来場した高校生
の「学び体験」での配布資料，③後期ゼミ活動の成果物として作成した「みはま福祉会プロジェ
クト報告書」，④ゼミの全プログラム終了後に“３つの問い”に対する考察を一人ひとりに記述
させた「最終レポート」【表：学生の最終レポート（要約）】〕から，本取組に設定した目標の達
成状況について以下のように評価する．
　（1）障害のある「当事者」とかかわり，「当事者」が活動する場や生活する地域を知ることで，
「障害」とはなにかを多角的に考えることができるようにする．（学生への問い：「障害」のある
人の生活支援とは，どのようなとりくみであるか？）
　前期フィールドワークとしてあぜーりあ祭りに参加，みはま福祉会の利用者・関係者へのイン
タビューを行い，夏休みフィールドワークとして利用者とかかわる体験を通して，「当事者」「当
事者の家族」「当事者の生活を支援する人々」「あぜーりあ祭りに参加した地域の人々」「地域の
関係機関」とかかわることで，「当事者」を知り，みはま福祉会で行われている支援を知ること
ができた．また，「障害者の暮らしの場」という切り口で，地域（美浜町の主に布土・北方地区）
の現状や課題を知ることができた．
　さらに後期フィールドワークのみはま福祉会プロジェクトを通して，「障害」とは何か，「障
害」のある人の生活支援とは何をめざすのか，どのような課題があるのか，必要な取り組みは何
かを考えて，実践（プレゼンテーション）した．これらの過程では「普通の暮らし」を自分たち
の言葉で考え，「障害」のある人の生活支援には当事者・家族への働きかけと環境（地域・組織）
への働きかけのいずれもが必要となることを学ぶことができた．学生にとっては，実践的な形で
ソーシャルワークの枠組みに触れる機会になったと考える．
114
社会福祉論集　第 141号
　（2）「当事者」－「専門職」の関係にとどまらず，「当事者」－「地域（住民）」，「専門職」－
「地域（住民）」の関係についても知ることで，地域住民をふくむ職種間連携・協働の実際を学べ
るようにする．（学生への問い：「障害」のある人の生活支援には，どのような人々が，どのよう
な形でかかわっているか？）
　「当事者」「当事者の家族」「当事者の生活を支援する人々」「あぜーりあ祭りに参加した地域の
人々」「地域の関係機関」へのインタビューを実施して，協力していただいた方々の話をゼミメ
ンバー全員で共有し，それぞれのつながりや関係を分析して「みはま福祉会と地域のつながり図
解」を作成した．「当事者」の暮らしは，みはま福祉会の専門職だけでなく，行政機関・社会福
祉協議会・民生委員など福祉機関の専門職や地域住民の連携によって支援されていることを学ん
だ．また，みはま福祉会プロジェクトを通して，地域生活を支えるのは福祉の専門機関だけでは
なく，地域の交通・消防等さまざまな組織や人々がかかわっていることを理解できた．最も大き
な収穫は「さまざまな組織や人々」の中には日本福祉大学の学生も含まれることを学生が自覚し
たことである．自分たちも地域の一員として何ができるかを考え，実践しようとする姿勢が見ら
れた．
　（３）ゼミメンバーと協働し，法人・地域の方々とかかわりをもつ体験を通して，人々と「連
携」するために必要な態度や行動を実践的に学び，基礎的なスキルを身につけることができるよ
うにする（学生への問い：「連携」とは，具体的に何をすることなのか？）
　ゼミ運営方針として，プログラムが進行する度にグループを編成し直したため，学生はそのた
びに異なるメンバーと関係をつくり協働して活動する必要があった．学生の最終レポートには，
チームを機能させるために必要なこととして，「一人だけでは難しい課題に対し一つの目標にむ
かうこと」「さまざまな人が繋がること」「お互いの顔が見える関係を作ること」「連絡を密に取
り合い情報共有を怠らないこと」「互いの意見を出し合い尊重すること」「メンバーそれぞれの強
みを生かし足りない部分を補い合う」「役割分担すること」「分野に詳しい人の力を借りること」
といった記述が多く見られた．その上で，「連携」に対する自身の具体的な態度や行動をふりか
えり，課題を認識することができた．
115
障害のある人の生活を支援するソーシャルワークを学ぶプログラムの探索的試行
（１）「障害」のある人の生活支援とは，ど
のようなとりくみか
（２）生活支援には，どのような人々が，
どのような形で関わっているか
（３）「連携」とは，具体的に何をすること
か
Ａ
「障害」への理解を地域に広め，障害のあ
る人の自立の為に連携することが「障害」
のある人が地域に受け入れられながら自立
して暮らす為の活動だと感じた．そして，
それが「障害」のある人への生活支援の為
のソーシャルワークだとも思った．
みはま福祉会と繋がりがある多くの人達が
みはま福祉会に協力すると同時にそれぞれ
の方法で地域に住む障害のある人の支援を
行っている．みはま福祉会はあぜーりあ祭
りや地域団体などの仕事の手伝いを続ける
中で地域住民との信頼を築いていった．あ
ぜーりあ祭りを支援する人達は地域住民と
障害のある人の距離を縮め，互いに分かり
合う為の活動に協力している
連携とは同じ目標を達成する為に行われる
ものだと考えた．ソーシャルワークとは制
度やサービスなどの多様な社会資源を活用
しながら相談者の課題の緩和・解決を目指
す技術だ．社会資源を活用し，障害のある
人の支援に関係する団体などとも協力しな
がら障害のある人の生活し辛さを取り除く
為の連携を行わなければならない．
Ｂ
障がいをもった方が健常者と同様に地域社
会の中に参加し，可能な限り普通の暮らし
ができることを目指しての支援
みはま福祉会・相談支援センター・社会福
祉協議会・利用者および利用者家族・町役
場・民生委員・地域住民・小 / 中学校・
日本福祉大学
複数の職員・専門職・地域住民がさまざま
な形で関わり，情報や意見を共有すること
で，支援方法の軌道修正をこまめに行え，
利用者に途切れのない安定したサービスを
提供できる．関係者間での情報交換を怠ら
ないことで質のいいサービス内容を検討で
きる．「お互いの顔が見える関係を作るこ
と」，「はじめまして」ではなく「こんにち
は」から始まる関係を日ごろからつくって
いくこと．「この課題には○○事業所の△
△さんが詳しい」ことが分かっていると
サービス開始がスムーズに行われ，お互い
に頼りやすく関わりやすい支援体制ができ
るのではないか．
Ｃ
直接，「障害」のある人の生活を支援する
職員だけではなく，地域住民や地域の福祉
に関わる団体などが，どうすれば「障害」
のある人がもっと生活しやすい町になるの
かなどを考えて，「障害」のある人の環境
へ働きかけ，「障害」のある人の生活しや
すい環境を作っていこうとする取り組み
職員はもちろん利用者さんの家族の方々，
美浜町社会福祉協議会の方々，民生委員の
方々，地域住民の方々など多くの方々が
「障害」のある人の生活支援に様々な取り
組みを通して関わっている
同じ目的を持って作業をするグループ，職
場などで情報共有を必ず行わなければいけ
ない　共有した情報をもとに話し合い，誰
が何をやるかを話し合って，全員が違う動
きをすることで効率良く作業できる
Ｄ
働くということを誇りに思え地域で働くこ
とが障害のある人にとっての生活として当
たり前になるとりくみ．できないことをで
きるようにする，というのも大切だができ
ることを奪わない，過度な支援をしない　
生活支援員は，障害があっても働きやすい
工夫，働く意識を持てるよう，斜め後ろか
らの支援をすることによって利用者さんの
働きがいを生み出している
障害のある人を取り巻く環境，すべての関
わりのある人と当事者がいかに地域で共に
暮らしやすくするのかを考えながら，必要
な支援を考えたり，支援に必要な相談支援
や情報共有・人員を配置したりする．そこ
では各々が意見を出し合ったり，その事に
詳しい人に話を聞くことが必要
Ｅ
苦手なことを何度も続けるよりも，出来る
ことを生かし，それをきっかけに生活の質
を良くして自立を支援すること．当事者が
自分に出来ることは何か見つける場を提供
すること．
施設職員（ワーカー）・家族は，感情表現
の難しい利用者の価値観と世界観を受け入
れて理解する　学生は障害や福祉について
学び，情報発信し，地域で障害者が生活し
ていくために声を上げる　地域住民が障害
を理解して支援に協力できれば，心に余裕
ができ生活の質も変わっていくのではない
か
連携とは，いろんな人が同じ一つの目標に
向かって協力したり，違ったやり方を提案
したりして一つの目標に適切な方法を見つ
けて実践することが連携であると考える．
Ｆ
自分でできることを増やしていくことは，
その人の自信や生きがいにつながる．それ
をしっかり見守り，危険な時や困っていそ
うな時は手を差し伸べるのが生活支援
施設の周りの地域住民にも障害者について
知ってもらい，地域一体となって障害者を
支援していく形が理想的だが，それは本当
に難しいことが分かった．障害者の家族に
も，地域の人に知ってもらことについて了
承を得ないといけない
全員が一つの目標に向かって連絡を取りな
がら取り組むこと
Ｇ
「その人が最善で安心して生活できるため
の支援」　一人一人を理解して自由に生活
できるように （やりたいときにやりたいこ
とをする中でしっかりとルールを守れてい
る） ．できることを伸ばしできないことは
サポートする　　
外からの支援として，「障害」のある人に
理解を示し見守り助け合う形が必要．障害
のある人に直接関わる人は，その人にいか
に親身になれるかが問われる
お互いサポートしあうこと．目標を共有し
て行動すること
H
利用者のできる所は自分でやってもらい，
できないところを周囲でサポートしていく
　　利用者の話をしっかりと聞き，理解し
ながら適切なサポートを行うこと　，地域
でいつでも支え合えるような環境を作り，
みんなに頼ることができる環境を作ること
で，施設の職員も利用者も安心して生活を
送ることができる．また地域の人達にとっ
ても住みやすい環境になり，みんなで協力
することの大切さなどを実感することで，
さらに良い地域にしたいという気持ち作り
にも繋がると思う．　障害のある人をサ
ポートしようという気持ちは，地域を変え
るきっかけに繋がるのではないか
家族（一番近い立場だからこそ，考え方が
食い違い意見がぶつかってしまうこともあ
る），ヘルパー（家族のできない日常生活
の手伝いをする役割．障害者と家族が対立
してしまった際は両方の立場に立ちながら
障害者を支援する），学生，地域住民（ほ
んの少しの何気ない会話だけでも）　頼れ
る人になる可能性がある
地域と利用者，援助者の三者が支え合い，
協力していくこと（利用者は自分のできな
いことに支援を必要としている．援助者は
一人で抱えきれないことがあるため，それ
を誰かに助けてほしいと思っている．地域
には助けることのできる，活用できる資源
をもっている人達がいる．）
【表　学生の最終レポート：「学生への 3つの問い」についての記述（要約）】
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（１）「障害」のある人の生活支援とは，ど
のようなとりくみか
（２）生活支援には，どのような人々が，
どのような形で関わっているか
（３）「連携」とは，具体的に何をすること
か
Ｉ
生活支援とは「普段の暮らしで人と人とが
つながること」ではないか．１つの作業も
利用者にとっては，その空間自体が社会で
あり，仕事の重大さや人間関係を学ぶ場で
ある．人とのつながりが利用者の生活をよ
り良いものとしているのではないか．
地域住民と施設との長期に渡る関わりの中
から，共に支えるという関係性が形成さ
れ，．「利用者」－「施設」，「利用者」－
「地域」，「施設」－「地域」，「利用者」－
「利用者」との間に同じ空間を楽しむとい
うつながりが生まれているのではないか．
「そこにいることが普通」という認識が，
障害のある人が地域で当たり前に暮らすこ
とを実現させている．
 ①同じ目標・目的に向かうこと（私たち
は「余暇支援を行うこと」にしか意識が
いっておらず，「どのように余暇支援を成
し遂げたいのか」という柱がなかった）， 
②情報共有をすること（物事を進めていく
中で自分が抱いた思いや疑問点，何ができ
て何ができなかったのか，自分が関わる環
境（施設）の状況などを事細かに伝え，話
す声に出すということが大切），③一緒に
楽しむこと， ④若い世代に知ってもらうこ
と　→自分が感じたことを伝えると同時に
相手の言葉も受け入れ，同じ目標に向かい
ながら，同じ時を過ごすことを楽しむ
Ｊ
障害のある人が障害を障害とせず生活でき
るようにお手伝いすること．生活とはその
人らしくありながらも，社会の中で人と関
わりながら生きていくこと．その人その人
にあった生活を一緒に考えていくこと．新
しいことを学ぶ機会を作り，その人のペー
スや得意なことを大切にしながら学んでも
らうこと．障害のある人の環境をより良く
していくこと．　支援者は障害のある人た
ち自身がその人の強みを生かして自分自身
の生きる環境を作っていく支援をするこ
と．
家族，地域住民，福祉施設職員，福祉サー
ビス提供者，それぞれ強みがあり，それぞ
れにしかできないことがある．家族は当事
者のことを１番に考え，寄り添うことがで
きる．地域住民は家族の目が行き届かない
ところや日常生活で頼りになる存在となり
うる．福祉職員，福祉サービス提供者は当
事者のことを客観的に見ながら支援するこ
とができる．そのほかにボランティアや行
政職員など様々な人が生活支援に直接・間
接に関わっている
様々な人が繋がり，色々な分野の人がそれ
ぞれの強みを生かして足りない部分を補い
合うこと．様々な考えを受け入れて，互い
に尊重し合うこと
Ｋ
出来ることを奪わず，できる・できないを
決めつけないこと．　「やりたい」「やって
みたい」と言うことは温かく見守ること．
　「やってみる」という挑戦が何かのス
タートになる．
支援員は，本人が自己決定できるように関
わっている．施設では，できるだけ利用者
の選択肢の幅を広げることでできることを
増やしている．施設の行事に地域の住民や
ほかの地域から集まることで交流の輪が広
がっていく．中学生が行事に協力すること
は，自分の住んでいる町に愛着を感じる機
会になる．
1 つの形にすること　目的という土台を作
り，その土台に多様なピースを合わせてい
くことだと感じた．一人ひとりが意見を持
ち，共有しあい，全体に繋がること　連携
しているからこそ相談ができるし，支える
こともでき，支えられる立場にもなる
Ｌ
程よい距離（干渉し過ぎず，できることを
やっていく）を保ち，障害というフレーム
で関わるのではなく，大人同士の意思形成
を心がける．施設は地域のために何かをし
ているというわけではなく，地域住民とし
て日頃から草の根のお付き合いを大切にし
ている．
みはま福祉会を中心に美浜町役場，社会福
祉協議会，地域包括支援センター，相談支
援センター，派遣ヘルパー，地域住民，民
生委員，地元企業・住民，小中学校，日本
福祉大学などさまざまな機関とのつながり
がある．みはま福祉会と地域がお互いに支
え合うなかで，地域に利用者が受け入れら
れている
顔の見える関係づくり．助け，助けられな
がらお互いに支え合うこと．
Ｍ
その人らしく生活していくことができるよ
うにしていく支援．地域の人との交流を支
援したり，日常活動の支援をしたり　でき
ないことを代わりにするのではなく，でき
るよう支援，アドバイスをする．障害のあ
る人が自分で自分のことをすることに大き
な意味がある．
ケアワークの専門職，　相談支援専門員　
民間サービス，組織．公的機関等の支援や
サービスによって障害者の生活の基盤が成
り立っている．支援の基本は「その人を理
解する」こと．手をつなぐ親の会（知的障
害の子をもつ親の会）が働きかけたよう
に，地域で障害者が生活していくために声
を上げていくこと．　
一人だけでは難しい課題に対して，チーム
で協力して解決していくこと．多職種連携
は，それぞれの専門性を発揮し，効果的で
多面的な支援を実現することが目的であ
る．それぞれの職種の強みを活かすこと，
かたよりがない支援を展開すること．
Ｎ
地域で暮らしていく本人の希望を聞きなが
ら，本人のやりたいことができるように，
寄り添い支えていくことだ．今あるその人
の繋がり，今できること，できないことを
明確化して，できることを増やす練習を一
緒にしていくこと．地域の人に頼るための
つながりの形成　バリアをできるだけ取り
除き，「ふつうのくらしができるしあわせ」
を共に作っていくこと．
地域で暮らす相談は，地域の社会福祉協議
会や地域の支援施設で行われている　学生
ボランティア・ホームの職員は障害のある
方のサポートをする．我慢もある程度は必
要だが，一緒に暮らす人がストレスを抱え
ていたら利用者もいい気分ではない．やる
べきことをしながら，一緒に楽しく暮らす
ことを考える必要がある．
なにかがあったときに頼ることであった
り，困りごとがあったときにどこかへ繋ぐ
こと．大切なのは「知ることと信頼」．「知
る」とは，社協が相談を受け付けていると
いうのを知ることであったり，支援する側
が支援する人について知ること，地域の人
が障害のある方について知ること．「知る」
機会があることが大切．　「信頼」とは積
み重ね，長い付き合いが必要になる．繋い
でもらった先と，新たに付き合いを積み重
ねていくことで，また新たな繋がり・信頼
が生まれていく．
Ｏ
生活を行う上で必要な支援をするのはもち
ろんだが，それだけに留まらずその人とコ
ミュニケーションをとり地域の人ともコ
ミュニケーションができるように支援する
こと
家族，施設の職員，ヘルパーなどの職員
（家族と職員が信頼関係を築くことができ
たら生活支援を必要としている人の心理面
のケアもできるのではないか），地域の人
（困っているときに助けてくれたり，会っ
たら話しかけたり）
互いのことを思いやり，思いやりを持った
活動をするのに協力し合うこと　　
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（１）「障害」のある人の生活支援とは，ど
のようなとりくみか
（２）生活支援には，どのような人々が，
どのような形で関わっているか
（３）「連携」とは，具体的に何をすること
か
Ｐ
身体障害や知的障害のある人たちに安心し
て日常生活を送ってもらうため　障害のあ
る人たちの希望を叶えるためにサポートす
る支援
職員，利用者，利用者家族，民生委員，美
浜町役場，日本福祉大学，美浜町内の小・
中学校，地域住民，相談支援センター，美
浜町社会福祉協議会　　行うべき活動は違
うけれども，それぞれの場所で支え合って
いる
1 つのことを全て 1 つの事業・一人の人に
任せるのでなく，多くの事業・人と協力
し，役割分担していくこと
Ｑ
「障害」のある人が，将来就職したときに，
困らないように支援をすること
大学生が，アルバイトという形で．地域の
人がアゼーリア祭りに参加．介護士や医師
などが協力して支援．日本福祉大学の学生
がかかわっている．アゼーリア祭りに地域
の人が参加することは，施設の存在を知っ
てもらえ，いろんな物資や人の支援を受け
られ，生活支援の質が高まる．
他団体（ほかの職種）と連絡を密に取り
合って，一つの目的のために協力して物事
をすること．
Ｒ
本人の意見を聞き，少しでもできることを
増やしていくことで，障害者も生きがいを
見つけていくことができ，生活のリズムを
つかむことができると思う．利用者が仕事
や役割をもち，自分が必要とされることを
認識して，施設での暮らしを自分なりに作
ることにより，自立につなげることができ
る．
日常生活の場で地域の人たちや障害者の家
族がかかわり，働く場（日中活動の場）で
施設の職員や同じ職場の人たちがかかわっ
ている
施設と社会福祉機関や学校などさまざまな
機関が協力すること
Ｓ
一人ひとりが持つ「障害」は少しずつ違っ
ており，その上で自分の障害がある中でで
きることを活かしながら生活されていた．
　「生活支援」とは支援する相手によって
様々な支援方法が存在し，｢ 障害 ｣ のある
人が地域や社会の中での日常生活などを送
れるように促すこと．
" 生活支援は，利用者の自立を中心として
様々な形が存在している．生活支援が様々
な形で存在しているのと同じように，地域
の中で支援に関わる人は多数存在している "
それぞれの機関間では，日頃から直接的な
関わりが無くとも，あらかじめ起きうるで
あろう場面での連携が考えられており，そ
れぞれの役割が決められているということ
が分かった．　グループでのチームワーク
では，実際に各グループの中で一人ひとり
の役割を決め，同じ目標に対して行動する
が，一人でもやる気をなくした時はグルー
プ全体の雰囲気が少し悪くなっていた．目
標達成だけでなく，グループ内のコミュニ
ケーションをもう少し積極的に取る必要が
あった．　
Ｔ
自分のできることは自分でやり，難しい所
はサポートすること．周囲との繋がりがあ
るおかげで私達は自立して好きなことがで
きる．個人に合った支援を探していくのは
難しいことだが，人生の今後を左右するも
のである．
"障がい者を中心に多方向に繋がっている．
そのつながりを細かく見れば，職員の現在
があるのは過去に大学等で福祉を学んだこ
とが現在に活かされている．施設が存在し
ているのは，過去の人々が苦労して頑張っ
たからこそ今がある．　生活支援という枠
で見ると，ケアマネジャー，ソーシャル
ワーカー，ボランティア，などが密接に繋
がっている．そのつながりを作るのはソー
シャルワークでありそのつながりを広める
のもソーシャルワークの仕事である．最終
的な決定権を持つのはクライエントで，そ
の選択や情報を支援することが大切であ
る．
" 色んな職種の人が自分の得意な分野で関
わり，他の職種とコミュニケーションを取
ることで連携できる．それだけでなく，お
互いアドバイスし合ったり，勉強会を開い
たりなどして自分の知識を活かし自分や周
囲のスキルを磨いてくことも連携の 1 つで
あると思う
。 
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　７．今後の展望　―本取組の仮説に照らして
　本取組では，社会福祉専門職養成で「多職種連携」を学習する段階として，３－【図 1】に掲
げる仮説を設定した．前述の成果から，本取組は社会福祉専門職養成教育の一環として，「当事
者の立場にたつこと」　（【図 1】網掛部分②④）と「地域の住民・多職種とつながること」（【図
1】網掛部分③④）を結びつけて「社会福祉専門職のめざす理念・役割・立ち位置」を学ぶプロ
グラムを構成できたと考えている．また，「『連携』とは，具体的に何をすることなのか？」　と
いう問いを考えながらグループワークを行うことで，「コミュニケーションスキル・チームワー
クスキルを身につける」（【図 1】網掛部分①）だけでなく「なぜそのスキルが必要となるのか」
を実践的に理解できたものと考える．
　「フィールド実践演習」は社会福祉学部の全員履修科目であり，今回のゼミメンバーには社会
福祉士の資格取得をめざしていない学生もいた．だが，1 年間のプログラムを終えて提出された
最終レポートからは，一人一人の支援を考えるとき，生活の場としての地域を知る必要性，地域
住民を含む多職種連携の必要性，当事者と地域に働きかける必要性について，多くの学生が理解
を深めていることがわかった．自分が暮らす地域について，地域住民として自分の実践課題を掲
げる学生もいた．
　以上のことから，本プログラムは次の２つの方向性を両立できる可能性があると考える．一つ
は，社会福祉専門職養成教育の一環として，地域・多職種連携を学ぶための基礎実習として展開
する方向である．もう一つは，社会福祉の知識をもち専門職や地域住民同士で繋がることのでき
る市民を育てる方向である．これらの方向性は，本学の「多職種連携教育のコア・コンセプト」
【図 3】に合致する．多職種連携教育における位置づけとしては，「連携のための共通教育科目」
と「他職種理解科目」の橋渡しをするプログラムとしての活用が期待できると考える．【図４　
点線丸の部分】　
　「資源の構造的不足，災害などの困難な社会的状況の中で，援助の必要な人々をどう支えるか
という点で」専門職，地域の機関，住民が垣根を越えて連帯し，譲り合うことのできる社会づく
り（藤井博之；16）の重要性を理解する市民の存在が「地域共生社会」の具現化を左右すると考
える．今後もこのプログラムのブラッシュアップを通して，地域・多職種連携のできる人々の育
成に寄与できればと思う．
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２)多職種連携教育の方針（ポリシー） 
前項の目標（コアとなるコンセプト）に基づき、次の方針（ポリシー）のもとに多職種連携教育
の具体的なプログラムを設計し、その実現をはかる。以下の（1）と（2）は具体的な人材養成像
（および養成する資質・能力等）に係るものであり、全学的なディプロマ・ポリシーとして整理
していく必要がある。また、（3）についてはそのために必要な教育活動の具体的内容を既定する
ものであり、カリキュラム・ポリシー等として確立していく必要があるものである。 
  （1）多職種連携の基盤となる力（資質・能力）を身に付け、これらを発揮することができる。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
  （2）基盤となる力に加えて、多職種と連携するための力（理解・能力）を身に付け、 
これらを発揮することができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○基盤となる力１：地域連携教育が育む「市民性」 
地域住民の一人として、主体的に地域に関わることができる。 
○基盤となる力２：各学部の教育が育む「専門性」 
専門職・職業人としての自覚を持ち、各自の専門性を発揮できる。 
○基盤となる力３：連携教育が育む他者との「連携力」 
自己の「市民性」と「専門性」を持ちつつ、他者と連携・協働できる。 
 
○多職種と連携するための力１：他職種への理解 
「ふくしの総合大学」としての多様な教育資源（各学部・センターなど）を背景に、 
自己の専門分野以外の専門職・職業について理解を深め、 
幅広い視野を持つことができる。 
○多職種と連携するための力２：本人や家族を中心とした「つながる力」 
職種を超えた共通理解（本人や家族と援助者がおかれた全体状況について）のもと、 
本学ならではの「連携」を実践することができる。この「連携」は、本人や家族の
想いやニーズに寄り添いながら、地域をよりよくしていくために、特定分野内（保
健・医療・福祉など）や専門職間の連携のみならず、専門職・職業人・地域住民と
して多様な職種や地域住民たちと「つながる力」を前提とする。 
【図２】日本福祉大学の多職種連携教育のコアとなるコンセプトのイメージ 
ふくしの
総合大学
「ふつうのくらしのしあわせ」
を創出できる人財
他者と「連携」できる力地域連携 多職種連携NFU×COC
日本福祉大学の
地域連携教育
（COCを始めとして）
IPE×NFU
日本福祉大学の
多職種連携教育
（各学部の多様な教育
資源を背景として）ほ
市民性を育む
（地域社会に関心を持ち、
問題を認識し、その解決
にむけて自らが主体的に
取り組んでいける）
専門職、職業
人として多職
種と連携して
いく力を育む
二つの連携教育は車の両輪
その舞台はともに地域
つながる力
本人や
家族を
中心とした
連携
ふくし・マイスター
本人や家族の想いやニーズに寄り添い
ながら、地域をよりよくしていくために、
市民も専門職もつながっていく
一人ひとりが地域で生活する
住民として、自らの地域を
よりよくしていこうと働きかける力
自学部の専門性修得＋
他学部との多職種連携教育
幅広い視野
日本福祉大学の多職種連携教育の特色日本福祉大学の地域連携教育の特色
・各学部の教育資源を背景とした多様な取組。
・医療・保健・福祉といった分野内のみの連携
だけを想定しない。
・従来のような専門職間だけのものに限定される
ものではない。
・地域住民とも連携できる力を重視する。
・各学部の教育資源を背景とした多様な取組。
（各学部での地域志向科目指定）
（各学部でのふくしコミュニティプログラム実施）
・１年次から全学生が地域と係る学びを経験。
・地域に関心を持ち、その課題解決に主体的
に関わっていける市民性の養成。
多領域の専門教育
(
8学部・４研究科）
＋
市民性 専門性＆
日本福祉大学スタンダードの「四つの力」（伝える力、見据える力、関わる力、共感する力）を総合･統合したさらに高い力へ…
・他職種理解
・目的達成のための協働
・リフレクション
多領域の専門教育
(
8学部・４研究科）
連 携
支援対象となる本人･家族の
地域生活の質向上のための連携を大切にする。
専門職だけの連携でなく
多様な地域住民との協働が大切
専門職であると同時に
地域住民の一人としての市民性を育む 地域住民の一人として
の市民性の育成
↓
↓
質のよい多職種連携
を進めるための礎に
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【図 3】日本福祉大学の多職種連携教育のコアとなるコンセプト（2018.4.26第 1回多職種連携教育検討委員会）
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【図 4】多職種連携系科目・取組の構成と実施主体（2018.12.13第 6回多職種連携教育検討委員会：ただし点線丸は筆者）
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付記
　本取組は，2018 年度日本福祉大学教育改革推進公募制度による財政的支援を受けて実施した
ものである．
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